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（1）  第545号（改版第48号） 2022年（令和4年）婦人ひめじ
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今
年
も
元
気
に
キ
レ
イ
な
花
を

咲
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

令
和
3
年
10
月
開
催
の
女
性
文

化
大
会
に
使
用
し
た
花
が
咲
き
ま

し
た
。

ア
ス
タ
ー
の
育
て
方
を
調
べ
て

み
る
と
、
耐
寒
性
は
弱
い
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。で
す
が
、
庭
で
寒
い

中
を
耐
え
て
咲
い
て
く
れ
ま
し

た
。私
達
、
連
合
婦
人
会
も
こ
の
花

の
よ
う
に
暑
さ
に
も
寒
さ
に
も
耐

え
、
困
難

を
乗
り
越

え
る
組
織

で
あ
り
た

い
で
す
。

5
月
21
日
㈯
、大
手
前
通
り
で
実
施
さ
れ
た

大
パ
レ
ー
ド
に
姫
路
市
連
合
婦
人
会
と
し
て

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

姫
路
市
消
費
者
協
会
や
一
日
一
円
感
謝

き
ょ
金
運
動
の
会
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る

こ
と
を
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

姫
路
お
城
ま
つ
り

姫
路
お
城
ま
つ
り

パ
レ
ー
ド
に
初
参
加

婦
人
会
の
桜

ラ
イ
ラ
ッ
ク
サ
ン
セ
ッ
ト

（
ア
ス
タ
ー
）



3

（3）  第545号（改版第48号） 2022年（令和4年）婦人ひめじ

特殊詐欺に
　 ご注意を！

5
月
30
日
㈪
、
J
R
姫
路
駅
中

央
改
札
口
北
側
で
、
特
殊
詐
欺
被

害
防
止
の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
、
街
行
く
人
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
し
ま
し
た
。

街
頭
啓
発

キ
�
ン
ペ
�
ン

6
月
1
日
㈬
、
県
公
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
会
員
3
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

式
典
後
、
江
守
正
多
氏
に
よ
る

「
気
候
危
機
の
リ
ス
ク
と
社
会
の

大
転
換
」
と
題
し
た
講
演
と
、（
公

財
）
ひ
ょ
う
ご
環
境
創
造
協
会
設

立
50
周
年
を
記
念
し
た
、
秋
山
和

裕
氏
に
よ
る
「
県
環
境
行
政
と
あ

ゆ
む
50
年
と
目
指
す
未
来
」
と
題

し
た
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

地
球
と
共
生
・

環
境
の
集
い
２
０
２
２

6
月
2
日
㈭
、
神
戸
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
に
て
「
健
康
ひ
ょ
う

ご
21
県
民
運
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

姫
路
市
連
合
婦
人
会
か
ら
稲
田

副
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
等
に
係
る
表
彰
式

典
終
了
後
、
家
森
幸
男
先
生
と
信

州
大
学
教
授
の
能
勢
博
先
生
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。「
認
知
症
予

防
」
と
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
体
力

づ
く
り
」
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
ひ
�
う
ご
21

県
民
運
動
推
進
フ
�
�
ラ
ム

神
姫
バ
ス

車
内
ポ
ス
タ
�
広
告

5
月
24
日
㈫
、
ア
ク
リ
エ
ひ
め

じ
で
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が

開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
が
出
席
し

ま
し
た
。式
典
の
後
、
清
元
市
長
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

3
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
ア
ク
リ

エ
ひ
め
じ
の
大
ホ
ー
ル
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見

え
た
様
な
気
が
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
度

姫
路
市
民
生
委
員

児
童
委
員
大
会

5
月
の
消
費
者
月
間
に
、
姫
路

市
総
合
福
祉
会
館
に
懸
垂
幕
を
掲

揚
し
ま
し
た
。

多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
少
し
で
も

役
立
つ
こ
と
を
願
い
ま
す
。

懸
垂
幕
掲
揚

5
月
1
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で

の
消
費
者
月
間
に
、
姫
路
駅
に
乗

り
入
れ
る
バ
ス
1
1
7
台
に
広
告

を
掲
載
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
4
月
1
日
か
ら
成

年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。契
約
ト
ラ
ブ

ル
・
架
空
請
求
な
ど
困
っ
た
と
き

は
、「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」局
番

な
し
1
8
8
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い    

や    

や
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2022年（令和4年） 第545号（改版第48号）  （2）婦人ひめじ

令
和
4
年
4
月
13
日
㈬
、
婦
人

会
活
動
室
に
て
姫
路
市
連
合
婦
人

会
・
姫
路
市
消
費
者
協
会
の
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

会
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
令
和

3
年
度
決

算
・
事
業
報

告
、
令
和
4

年
度
予
算
・

事
業
計
画
が

承
認
さ
れ
ま

し
た
。

 

本
年
度
役
員

会　
　

長　

岩
田　

稔
恵（
豊
富
）

副
会
長　

河
南
眞
稚
子（
中
寺
）

　
　
　
　
　

稲
田　

恵
子（
広
峰
）

書　
　

記　

豊
田
多
恵
子（
水
上
）

　
　
　
　
　

東
山　

昌
代（
城
西
）

会
計
監
査　

竹
中　

安
美（
四
郷（
見
野
）
）

　
　
　
　
　

上
野　

裕
美（
豊
富
）

3
月
6
日
㈰
、
姫
路
市
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
に
て
和
辻
哲
郎
文
化

賞
授
賞
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

婦
人
会
よ
り
岩
田
会
長
は
じ
め
3

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
年
も
す
ば
ら
し
い
作
品
2
点

が
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
15
日
㈮
、
姫
路
リ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
の
1
階
A
T
M
コ
ー
ナ
ー

周
辺
に
お
い
て
、
飾
磨
警
察
署
と

一
緒
に
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。消

費
者
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

消
費
者
街
頭
啓
発
活
動

人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
定
期
総
会

5
月
24
日
㈫
、
姫
路
市
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
に
て
「
人
権
・
同
和

教
育
研
究
協
議
会
定
期
総
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。連
合
婦
人
会

よ
り
河
南
副
会
長
他
理
事
が
出
席

し
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
記
念
行
事
と
し

て
、
映
画
「
人
の
世
に
熱
と
光
」
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

5
月
13
日
㈮
、
あ
い
め
っ
せ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
赤
十
字
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
ひ
ょ
う
ご
の
赤
十
字
こ
の
1

年
」
と
題
し
た
令
和
3
年
度
活
動

の
ビ
デ
オ
上
映
の
後
、「
災
害
時
に

役
立
つ
段
ボ
ー
ル
活
用
術
」、
三
角

巾
を
使
っ
て
の
「
き
ず
の
手
当
」
の

実
技
訓
練
を
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

令
和
4
年
度

姫
路
市
地
区

　
赤
十
字
の
つ
ど
い

新
年
度
ス
タ
�
ト

姫
路
市
連
合
婦
人
会
総
会

和
　
哲
郎
文
化
賞
授
賞
式
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（5）  第545号（改版第48号） 2022年（令和4年）婦人ひめじ

6
月
6
日
㈪
、
花
の
北
市
民
広
場
に
お
い
て

生
活
学
級
の
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。開
講
式

の
後
、
消
費
生
活
の
話
題
と
し
て
、
姫
路
市
に

お
け
る
詐
欺
被
害
の
話
や
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
食
品
ロ
ス
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
学
習
し
ま

し
た
。食
品
の
ロ
ス
を
減
ら
す
方
法
と
し
て
、

ベ
ジ
ブ
ロ
ス
を
知
り
、
さ
っ
そ
く
野
菜
く
ず
を

冷
凍
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。ど
ん
な
ス
ー
プ

が
で
き
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

続
い
て
、
期
限
切
れ
の
小
麦
粉
を
使
っ
て
ホ

ウ
酸
団
子
を
作
り
ま
し
た
。6
月
に
な
っ
て
も

玉
ね
ぎ
が
昨
年
の
3
倍
で
、
貴
重
な
ホ
ウ
酸
団

子
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
（
豊
田
多
恵
子
）

校区婦人会校区婦人会
5
月
20
日
㈮
、北
平
野
公
民
館
に
於
い
て
、第

一
回
生
活
学
級
と
し
て
食
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
今
年
度
の
開

講
式
を
行
い
担
当
役

員
の
紹
介
と
学
習
計

画
を
発
表
し
ま
し
た
。

食
育
セ
ミ
ナ
ー
は

大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
か
ら
栄

養
士
の
杉
本
真
由
美

先
生
を
お
招
き
し
、

「
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
の
食
事
と
生
活
習

慣
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍

の
中
、
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
生
活

を
し
て
い
た

学
級
生
35
名

が
出
席
し
、
久

し
ぶ
り
の
講

演
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

▲みんな一生懸命です

広
峰
校
区

食
育
セ
ミ
ナ
ー

水
上
校
区

生
活
学
級
で

　 

「
食
品
ロ
ス
」の
学
習
会

6
月
13
日
㈪
、
溝
口
自
治
会
館
に
お
い
て
53

名
が
参
加
を
し
て
第

一
回
生
活
学
級
を
開

催
し
ま
し
た
。姫
路

警
察
署
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
方
を
迎

え
て
特
殊
詐
欺
の
手

口
や
だ
ま
さ
れ
な
い

為
の
被
害
防
犯
対
策

の
仕
方
を
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。詐
欺
を
す

る
人
は
良
い
人
と
思
わ
せ
て
騙
す
の
で
知
ら
な

い
人
が
や
さ
し
く
近
寄
っ
て
き
て
も
注
意
が
必

要
で
、
被
害
に
あ
っ
た
人
は「
ま
さ
か
、
あ
の
人

が
…
え
え
人
や
っ
た
よ
。」
と
警
察
で
話
す
人

が
多
い
そ
う
で
す
。騙
さ
れ
な
い
為
の
知
識
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
（
飯
田
規
容
子
）

中
寺
校
区

ふ
れ
あ
い
喫
茶
み
ぞ
ぐ
ち
で

　
　
　
　
生
活
学
級
を
開
催
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2022年（令和4年） 第545号（改版第48号）  （4）婦人ひめじ

5
月
8
日
㈰
に
、
第
一
回
生
活
学
級
を
開
催

し
ま
し
た
。ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
刺
し
子
に
挑
戦

し
ま
し
た
。ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
初
め
て
見
ら
れ

る
方
も
あ
り
、
き
れ
い
な
仕
上
が
り
に
感
激
さ

れ
ま
し
た
。刺
し
子
は
小
さ
な
コ
ー
ス
タ
ー
を

作
り
、
裁
縫
が
苦
手
な
方
も
短
時
間
で
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。

み
ん
な
意
欲
的
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
上
野
裕
美
）▲みんな一生懸命です

活動報告活動報告

豊
富
校
区

す
て
き
な
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

5
月
15
日
㈰
に
、
皮
革
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
和
太
鼓
衆
潮

舞
（
ち
ょ
う
ぶ
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。好
天
に
恵
ま
れ
た

会
場
で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
や
革
製
品
、
ハ
ギ
レ
の
展
示
販

売
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
、
お
食
事
の
コ
ー

ナ
ー
の
振
舞
い
に
、約
3
，8
0
0
人
の
来
場
者

は
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。岩
田
健
三
郎
先

生
の
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
は
、
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
中
安
美
）

▲似顔絵コーナーうれしいなー!!

四
郷
（
見
野
）
校
区

第
14
回
「
皮
革
フ
ェ
ア
」

5
月
19
日
㈭
、
校

区
内
施
設
「
D
s
・

う
ら
ら
」
さ
ん
で
利

用
者
様
達
と
小
物

入
れ
を
作
り
ま
し

た
。女
性
部
の
私
達

は
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
頂
く
つ
も
り

で
し
た
が
…
…
。牛

乳
パ
ッ
ク
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
折
り
紙
を
貼

り
、
小
舟
の
形
に
す
る
だ
け
な
の
に
。何
回
も

作
り
直
し
て
い
る
の
は
私
達
。初
め
て
に
も
関

わ
ら
ず
、
ニ
コ
ニ
コ
余
裕
の
利
用
者
様
。最
後

の
仕
上
げ
に
フ
ェ
ル
ト
で
バ
ラ
の
花
を
作
ら

れ
、
あ
べ
こ
べ
に
教

え
て
頂
き
、
出
来
上

り
を
見
て
大
笑
い
。

お
歌
を
歌
っ
て
い

る
方
等
、
活
き
活
き

と
し
た
お
姿
に
元

気
を
沢
山
頂
き
、
素

敵
な
交
流
が
出
来

感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　
（
東
山
昌
代
）

▲みんな上手にできました

城
西
校
区

素
敵
な
交
流
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だよりだより

姫路市では平成30年度より、女性の育成・登用や職場環境の改善等、女性の

活躍に積極的に取り組む企業を「姫路市女性活躍推進企業」として表彰してい

ます。第4回は「株式会社エコリング」「リコージャパン株式会社兵庫支社姫路

事業所」の2社が受賞し、6月19日にあいめっせホールにて授賞式を行いました。

今後も、この表彰を継続し様々な女性活躍の取組みを紹介することにより、

男女共同参画社会の実現に向けて取り組んでいきます。

〇子どもが小学校を卒業するまで時間短縮勤務をす
ることが可能である。また、この制度は子育ての
みではなく、介護の場合も適用可能である。
〇女性執行役員の産休・育休取得実績があり、復帰
後も執行役員として活躍する等、継続的な女性の
管理職や役員の増加を進めるとともに、女性専用
のホットラインやテレワークの拡充をはじめ、女
性が活躍しやすい労働環境整備に積極的に努めて
いる。
〇社内の委員会の一つである「社員満足度向上委員
会」やメンバー全員が女性である部署横断型チー
ム「女性サステナビリティ推進チーム」等によ
り、現場の声をボトムアップで経営層に届け性別
問わずより働きやすい職場にするために、様々な
制度を素早く構築する体制が整っている。

〇姫路事業所の女性従業員8人のうち5人が監督職で
ある。（令和3年表彰審査時）
〇女性管理職候補育成を目的としたポジティブアク
ション研修（キャリア意識変革研修、管理職候補
育成研修）や、その上司に向けた研修を実施して
いる。
〇管理職登用後は女性管理職ネットワーキングで、
情報交換などができる。
〇育休復帰前と復帰後に上司とともに受ける復職セ
ミナーがあり、時短勤務やフレックスタイム勤務
導入等の両立支援策が多様である。
〇男性の育児休業取得促進策として「イクメンチャ
レンジプラン」を作り、2歳までの子どもをもつ男
性をはじめ誰でも参加できる「イクメンチャレン
ジ勉強会」等を実施している。

姫路市女性活躍推進企業表彰姫路市女性活躍推進企業表彰

株式会社エコリング

★★★受賞のポイント★★★★★★受賞のポイント★★★

リコージャパン株式会社
兵庫支社 姫路事業所

小売業、リユース・リサイクル業

姫路市飾磨区恵美酒213番地

410人（男性232人・女性178人）

　　　　　　【令和4年4月現在】

システムソリューション業

姫路市豊沢町101番地

61人（男性54人・女性7人）

　　　　　　【令和4年4月現在】

姫路市男女共同参画推進センター“あいめっせ”
〒670-0012　姫路市本町68番地290　イーグレひめじ3階　　Tel.079-287-0803　　Fax.079-287-0805

ホームページ　https://www.city.himeji.lg.jp/i-messae

左から、リコージャパン㈱岡田兵庫西営業部長、
清元市長、㈱エコリング田中取締役副社長

2022年（令和4年） 第545号（改版第48号）  （6）婦人ひめじ


